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１． 様々な CO2 削減技術における CCS の特徴、他の技術と比べた優位性について具体的

に示されたい。

（答） 
○我が国が「クールアース５０」の中で提案した、世界全体の温室効果ガス排出量を２０

５０までに半減する」という目標を達成するには、ＣＣＳによる削減が不可欠である。

その貢献度・削減のポテンシャルについては、以下の試算例に示す通り、他の技術と比

較しても非常に大きなものである。

＜革新的技術による２０５０年排出半減のイメージ例※＞ 

※（財）地球環境産業技術研究機構（ＲＩＴＥ）のモデルによる試算例

○また、削減ポテンシャルとコスト両面から、ＣＣＳを含む削減技術を比較したものとし
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て、英国産業連盟（ＣＢＩ）レポートに掲載された、以下の例を紹介する。

＜参考：ＣＣＳを含む各技術のＣＯ２削減ポテンシャル、コストの比較例※＞

２． 諸外国における CCS への取組の背景とその現状、それと対比した我が国の CO2 削減

における CCS の効果と現実的な見通し寄与度を定量的に示されたい。

また、そのような状況の中で、国内で CCS の大規模実証を行う意義、必要性、緊急性

を説明されたい。

（答） 
○地球温暖化対策として、二酸化炭素の大気中濃度を安定化させるには、省エネルギーや

再生可能エネルギーの導入による温室効果ガスの排出削減、二酸化炭素の大気圏外への

隔離、及び温暖化に対する適応を組み合わせて行うことが効果的と考えられる。特に、

大気圏外への隔離技術として地中貯留は、膨大な貯留量を期待できる最も有望な技術で

ある。気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）における二酸化炭素回収・貯留に関

する特別報告書（２００５年）によれば、世界全体におけるＣＣＳによる貯留ポテンシ

ャルは、地中貯留のみでも現在の排出量の８０年分にも相当する、約２兆トン－ＣＯ２

が見込まれており、実用化されれば地球温暖化対策の重要な選択肢の一つとなりうる。

また、これにより、２１００年までに世界全体の排出削減対策のうち、ＣＣＳは累積で

１５～５５％貢献するとしている。

※（出典）英国産業連盟（ＣＢＩ）レポート”Climate change:Everyone’s business” （２００７）
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(出典) ＩＰＣＣ二酸化炭素回収・貯留特別報告書（２００５）

○諸外国においても、大規模実証に係る取組が進められているところであり、ノルウェー

やカナダ等では既に１００万トン級の商用規模での貯留事業が行われている等、地球温

暖化対策の強化に向け、ＣＣＳ実施に向けた取組を活発化しているところである（例：

ＥＵは、2015 年までに欧州域内で 12 の実証プラントの開発を支援することを定めるイ

ニシアティブを提案。豪州は、ＣＣＳの国際的な研究機関を設立し、ＣＣＳを促進する

イニシアティブを提案。等）。各国のプロジェクト例については下表参照。

＜参考：各国のプロジェクト事例＞

情報提供：（財）地球環境産業技術研究機構（ＲＩＴＥ）、（株）ＮＴＴデータ経営研究所
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